
  京都市 衛生環境研究所 

にゅーす 

 
平成 22 年度 No.3（通巻 113 号） 

 

特  集        京都市から世界へ～衛生環境研究所が果たすべきこと 

 

ごあいさつ 

 

 京都市は，１つの友情盟約都市，８つの姉妹都市，２つのパートナー

シティを持つ，海外でも著名な国際都市です。 

 

 当研究所も，様々な国際交流を行っています。 

 昨年１１月末からは，若く優秀な当所の職員が，JICA 草の根技術協力

事業として，「中国における大気環境改善」事業により，派遣されました。 

派遣先である西安市で環境関連施設等の実態調査，西安市職員を対象

としてセミナーを開催する等行ってまいりました。 

 今回はこの報告を中心に，私たち京都市衛生環境研究所の職員が，京

都市民の皆様方のためだけではなく，国際観光都市京都の一員として，

世界に向けて何ができるのか，その取組みの一部を御紹介したいと思い

ます。 

 

 本号は今年度の最終号となります。 

 組織名称等の変更に伴い，誌名とその内容の刷新をはかってまいりま

した「京都市衛生環境研究所にゅーす」，いかがだったでしょうか。 

 御感想や誌面に対する御意見等，お聞かせいただけましたら幸いです。 

 

 今後とも，京都市衛生環境研究所を，そして本誌「京都市衛生環境研

究所にゅーす」を，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

平成２３年３月 

京都市衛生環境研究所長 石川 和弘 



～京都市から世界へ～ 

中国・西安市の大気環境改善に向けた協力事業 

環境部門 

 

京 都 市 で は ， 独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 （ JICA） の 「 JICA 草 の 根 技 術 協

力 事 業 」に 提 案 し ，平 成 20 年 度 か ら ３ 年 間 に わ た り ，友 好 都 市 で あ る 中 国 ・

西 安 市 の 大 気 環 境 改 善 に 向 け た 協 力 事 業 を 実 施 し て い ま す 。  

今 回 は ，最 終 年 と な る 第 3 年 次 の 事 業 と し て ，衛 生 環 境 研 究 所（ 環 境 部 門 ）

の 職 員 を 含 む 京 都 市 の 環 境 分 野 の 専 門 職 員 3 名 が ， 平 成 22 年 11 月 28 日

か ら 12 月  4 日 ま で の 1 週 間 ，西 安 市 に 派 遣 さ れ ，事 業 の 総 括 ，現 場 視 察 及

び セ ミ ナ ー 発 表 等 を 実 施 し ま し た の で ， そ の 様 子 を 御 紹 介 し ま す 。  

 

１．西安市の紹介 

  本 市 と 1974 年 以 来 の 友 好 都 市 で あ  

る 西 安 市 は ， 中 華 人 民 共 和 国 陝 西 省 の  

省 都 で ， 中 国 西 北 地 方 の 政 治 ， 文 化 ，  

商 工 業 の 中 心 地 で す 。 関 中 平 原 の 中 部  

に 位 置 し ， 北 に は 渭 河 （ 黄 河 の 支 流 ）  

が 流 れ ， 南 は 秦 嶺 山 脈 に 臨 ん で い ま す 。  

人 口 約 830 万 人 ， 面 積 約 10,108 

km2 で ， 市 街 地 の 中 心 は ， 周 囲 約 14 

km， 高 さ 12m の 城 壁 内 部 に あ り ま す 。  

古 代 よ り 政 治 の 中 心 地 と し て 栄 え ，紀 元 前 11 世 紀 か ら 10 世 紀 に か け ，

周 ，秦 ，漢 ，唐 な ど 12 の 王 朝 の 都 が 置 か れ ま し た 。特 に ，7～ 10 世 紀 に

は ， 唐 の 都 「 長 安 」 と し て 栄 え ，「 平 安 京 」 の モ デ ル と な っ た 都 市 で す 。  

 

２．西安市政府（環境管理部門）からの聞き取り 

  西 安 市 環 境 保 護 局 に お い て ，西 安 市 の 大 気 環 境 の 現 状 や 大 気 汚 染 防 止 の

取 組 に つ い て 確 認 を し ， 3 年 間 に わ た る 研 修 を 通 じ て の 改 善 状 況 を 聞 き ま

し た 。  

【 中 華 人 民 共 和 国 】  

西 安 市  ：



 ま ず ，西 安 市 に お け る 大 気 汚 染 防 止 の

主 な 取 組 を 紹 介 し ま す 。① 石 炭 の 二 酸 化

硫 黄 （ SO2） 対 策 ：石 炭 ボ イ ラ ー の 撤 去

や 脱 硫 対 策 の 強 化 。② エ ネ ル ギ ー 構 造 の

変 革 ：天 然 ガ ス 使 用 量 を 増 や し ， 石 炭 使

用 量 を 減 ら す 。 ③ 自 動 車 排 ガ ス の 対 策 ：

西 安 市 自 動 車 排 気 ガ ス 汚 染 防 止 条 例 の

公 布 や 自 動 車 排 出 ガ ス の 合 理 的 な 測 定 方 法 の 確 立 。④ 測 定 能 力 の レ ベ ル ア

ッ プ ：大 気 自 動 測 定 局 や 測 定 項 目 の 増 設 。 こ れ ら の 取 組 が 西 安 市 の 大 気 環

境 改 善 に 向 け て 実 施 さ れ て い ま す 。  

そ の 結 果 ， 西 安 市 の 大 気 環 境 は ， 以 前 に 比 べ 改 善 さ れ ま し た 。 し か し ，

粒 子 状 物 質 （ PM） に つ い て は ま だ ま だ 厳 し い 状 況 に あ り ， ス モ ッ グ 汚 染

に 対 し て は ， 有 効 な 対 策 が で き て い ま せ ん 。 ま た ， 自 動 車 排 ガ ス 汚 染 が 突

出 し て 問 題 と な っ て い ま す 。 こ の よ う に ， 西 安 市 に は ， 大 気 汚 染 に 関 す る

課 題 や 直 面 し て い る 問 題 が ま だ ま だ 多 く あ り ま す 。 そ の た め ， 今 後 も ， エ

ネ ル ギ ー 構 造 や 産 業 構 造 の 変 化 へ の 対 応 ，西 安 市 独 自 の 大 気 環 境 基 準 の 設

定 な ど を 行 う こ と で ，大 気 環 境 改 善 に 対 す る 取 組 を 発 展 さ せ て い き た い と

の こ と で し た 。  

 

 

 

 

３．訪日研修員との意見交換 

 過 去 の 訪 日 研 修 参 加 者 か ら 帰 国

後 の 活 動 の 報 告 を 受 け ， ま た ， 専

門 家 同 士 ， 率 直 な 意 見 交 換 も 行 い

ま し た 。  

現 在 ， 西 安 市 で は ， 訪 日 研 修 参

加 者 を 中 心 に ，① 500 万 元（ 日 本

円 で 約 ７ 千 万 円 ） の 資 金 で 環 境 技

【 ミ ニ 情 報 ① ～ 西 安 市 の 自 動 車 保 有 台 数 ～ 】  

車 の 保 有 台 数 が 年 々 増 加 。58 万 台（ 2009 年 ）⇒ 116 万 台（ 2010 年 ）



術 に 係 る プ ロ ジ ェ ク ト を 推 進 。 ② 自 動 車 排 気 ガ ス 汚 染 防 止 条 例 の 制 定 と 罰

則 規 定 の 導 入 。 ③ 石 炭 ボ イ ラ ー の 排 出 基 準 の 策 定 。 ④ ス モ ッ グ 予 報 シ ス テ

ム の 構 築 。 ⑤ 自 動 車 の 排 出 ガ ス レ ベ ル に よ る 進 入 区 域 制 限 の 設 定 。  

資 金 調 達 を 初 め ， 政 策 立 案 ， 大 気 環 境 技 術 の 普 及 ・ 開 発 や 環 境 関 連 企 業

の 監 視 ・ 指 導 な ど ， 大 気 環 境 保 全 の た め に 幅 広 く 活 動 を さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．戸県第２発電所（石炭火力発電所）の視察 

西 安 市 に は ４ 箇 所 の 発 電 所 が あ り ま す 。 そ の 中 の １ つ で あ る ， 戸 県 第 ２

発 電 所 の 視 察 を 行 い ま し た 。 戸 県 第 ２ 発 電 所 は ， 西 安 市 の 15％ 程 度 の 電

力 を ま か な っ て い ま す 。 大 気 汚 染 対 策 と し て ， 脱 硫 効 率 が 90％ 程 度 あ る

脱 硫 装 置 を 2000 年 か ら 設 置 し て い ま す 。今 後 は ，省 エ ネ ，汚 染 物 質 の 排

出 削 減 が 最 大 の テ ー マ と な り ま す が ，次 は 窒 素 酸 化 物（ NOx）除 去 が 課 題

で あ り ， 燃 焼 改 善 に よ り 国 の 基 準 を 達 成 す る 計 画 が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

【 ミ ニ 情 報 ② ～ 中 国 の 大 気 環 境 基 準 ～ 】  

SO2，二 酸 化 窒 素（ NO2），粒 子 状 物 質（ PM10）に 環 境 基 準 が あ り ま す 。



５．雁塔区大気自動測定局の視察 

  西 安 市 に は ， 11 局 の 国 局  

が 設 置 さ れ て い ま す 。 雁 塔  

区 大 気 自 動 測 定 局 は ， そ の  

1 つ で あ り ， 環 境 保 護 局 の  

支 局 内 に 設 置 さ れ て い ま す 。  

 測 定 項 目 は ， 環 境 大 気 の  

測 定 と し て ，  SO2， NOx， PM10 を ， 国 の 事 業 で あ る 温 室 効 果 ガ ス の 測

定 と し て ， 二 酸 化 炭 素 （ CO2） と メ タ ン （ CH4） を 測 定 し て い ま す 。 測 定

し た デ ー タ は ， オ ン ラ イ ン で 結 ば れ て い る 西 安 市 の 中 央 局 に 1 時 間 値 が ，

同 様 に ，中 国 環 境 総 局（ 国 ）へ は 5 分 毎 の デ ー タ が 送 信 さ れ ，環 境 大 気 の

状 況 を 常 時 監 視 し て い ま す 。  

 

６．自動車排出ガス監測局の視察 

  自 動 車 排 出 ガ ス 監 測 局 は ，道 路 上 に 簡 易 測 定 装 置 を 設 置 し ，1 台 1 台 の

自 動 車 の 排 出 ガ ス を 瞬 時 測 定 し ， 基 準 値 違 反 の 車 を 行 政 （ 環 境 保 護 局 ） と

交 通 警 察 と が 連 携 し て 取 り 締 ま る ，路 上 抜 き 打 ち 検 査 を 行 う シ ス テ ム で す 。 

 測 定 項 目 は ，一 酸 化 炭 素（ CO），CH4，黒 煙 で す 。CO と CH4 は ，道 路

の 両 側 か ら 赤 外 線 測 定 で ， 黒 煙 は 目 視 に よ り 測 定 を 行 い ま す 。 同 時 に 車 輌

識 別 装 置 に よ り 車 の ナ ン バ ー を 読 み 取 り ，排 気 ガ ス 汚 染 テ レ メ ー タ 検 測 車

に 搭 載 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ ー で 車 種 及 び 排 出 基 準 を 判 別 し ，測 定 値 と

比 較 し ま す 。 基 準 値 違 反 の 車 は ， 交 通 警 察 に よ り 停 止 さ せ ら れ ， 再 度 検 査

が 実 施 さ れ ま す 。 こ こ で 違 反 が 確 定 す る と ， 50 元 （ 日 本 円 で 約 700 円 ）

の 罰 金 が 科 せ ら れ た 上 ， 改 善 指 導 が 行 わ れ ま す 。 期 限 内 に 改 善 に 従 わ な か

っ た こ と が 判 明 し た 場 合 は ，2000 元（ 約 2 万 8 千 円 ）の 罰 金 が 科 せ ら れ

ま す 。  

 

 

 

 

 

 車 輌 識 別 装 置
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【 自 動 車 排 出 ガ ス 測 定 装 置 】【 車 輌 識 別 装 置 】【 交 通 警 察 に よ る 取 り 締 ま り 】  

 

７．セミナー発表 

  西 安 市 環 境 保 護 局 ， 西 安 市 科 学 技 術 局 の 職 員 を 初 め ， 環 境 行 政 や 環 境 保

全 に 係 る 人 達 を 対 象 と し て ，京 都 市 職 員 3 名 が セ ミ ナ ー 発 表 を 行 い ま し た 。 

  当 研 究 所 職 員 は ， 京 都 市 の 大 気 常 時 監 視 シ ス テ ム ， 微 小 粒 子 状 物 質

（ PM2.5）の 対 策 に 向 け た 考 え 方 と 効 果 的 な 測 定 方 法 ，光 化 学 反 応 に よ る

大 気 汚 染 緊 急 時 対 策 （ 光 化 学 ス モ ッ グ 対 策 ） な ど に つ い て 紹 介 し ま し た 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 開 講 式 】            【 セ ミ ナ ー 発 表 】  

 

８．事業の総括 

  事 業 の 総 括 と し て ， 西 安 市 政 府 (環 境 管 理 部 門 )か ら 報 告 の あ っ た 「 研 修

成 果 」の 中 で ，特 に 当 研 究 所 が 深 く 関 わ っ た も の に つ い て 紹 介 し ま し ょ う 。 

今 回 の 協 力 事 業 の 達 成 目 標 の １ つ に 「 西 安 市 に お け る 大 気 環 境 測 定 能 力

の 強 化 」 が あ り ま す 。 西 安 市 は ， 国 の 大 気 環 境 の 「 評 価 項 目 」 に 含 ま れ て

い な い オ ゾ ン （ O3） や CO に つ い て も ， 先 進 的 に 測 定 を 開 始 し て い ま す 。 



 微 小 粒 子 状 物 質（ PM2.5）に つ い て

も ， 国 と し て 測 定 や 分 析 を 行 う 計 画 は

あ り ま せ ん が ， 西 安 市 で は そ の 重 要 性

を 認 識 し ， 早 け れ ば 本 年 （ 2011 年 ）

か ら 測 定 を 開 始 す る 計 画 で す 。  

ま た ， 大 気 の 状 態 を 把 握 す る た め に

は 気 象 の 観 測 が 重 要 で あ る こ と か ら ，

気 象 観 測 （ 風 向 風 速 ， 視 程 距 離 等 ） 機       【 事 業 の 総 括 】  

能 を 備 え た 「 ス ー パ ー 測 定 局 」 を ， 本 年 中 に 設 置 す る 計 画 が あ り ま す 。  

現 在 ，西 安 市 に は ，「 自 動 車 排 出 ガ ス 監 測 局 」（「 ５ 」参 照 ）は あ り ま す が ，

人 の 住 居 ・ 活 動 地 域 に 対 す る 自 動 車 排 出 ガ ス の 影 響 を 測 定 す る ， 固 定 の 「 自

動 車 排 出 ガ ス 測 定 局 」 は あ り ま せ ん 。 今 後 ， こ う し た 固 定 の 自 動 車 排 出 ガ ス

測 定 局 を 設 置 す る こ と を 視 野 に 入 れ ， 現 在 ， 様 々 な 道 路 で ， 交 通 量 の 調 査 や

簡 易 測 定 法 に よ る 大 気 汚 染 物 質 の 測 定 な ど の デ ー タ 収 集 が 取 り 組 ま れ て い

ま す 。  

ま た ， 京 都 市 で 学 ん だ 光 化 学 反 応 に よ る 大 気 汚 染 緊 急 時 対 策 を 参 考 に ， 昨

年 11 月 に は ， 環 境 事 故 発 生 時 に 対 応 す る た め の 訓 練 も 西 安 市 で 実 施 さ れ ま

し た 。  

こ の よ う に ， ３ 年 間 の 協 力 事 業 の 中 で 学 ん だ ， 京 都 市 の 大 気 測 定 に 関 す る

考 え 方 や ノ ウ ハ ウ が ， 現 在 の 西 安 市 の 大 気 環 境 対 策 に は 活 か さ れ て い ま す 。 

こ こ に ， 今 回 の 事 業 に お け る 成 果 と そ の 意 義 を 実 感 す る と こ ろ で す 。  

 

最後に 

 3 年 間 に わ た る 協 力 事 業 の 中 で 会 得 さ れ た 京 都 市 の 環 境 政 策 や 大 気 測 定 の

ノ ウ ハ ウ を ， 今 後 の 西 安 市 の 環 境 対 策 に 活 か し て も ら う こ と で ， 西 安 市 の 大

気 汚 染 が 軽 減 し ， 大 気 環 境 が 改 善 さ れ ， 市 民 の 環 境 意 識 の 向 上 に も 繋 が っ て

い く と 同 時 に ， 今 後 も ， 幅 広 い 分 野 で の 協 力 事 業 や 交 流 を 通 じ て ， 京 都 と 西

安 ， 両 市 の 友 好 関 係 が 更 に 発 展 し て い く こ と を 願 っ て い ま す 。  
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検索  京都市衛生環境研究所 

  11 か国の方々が 

  研修を受けに来られました 

 

 平成２２年１１月２５日，独立行政法人国際協力機構（JICA）が実施する「院内感

染管理指導者養成研修」に参加する 11 人の方々が，京都市衛生環境研究所に来所さ

れました。 

 アフガニスタン，ベリーズ，カンボジア，中華人民共和国，インドネシア，ケニア，

ラオス，リベリア，ニカラグア，サモア，ベトナムといった国々の病院で，医師や看

護師として，働いておられる方々です。 

 当所では，「院内感染対策に対する行政機関の役割」というテーマで，講義を受けて

いただきました。 

 半日足らずの短い時間での交流でしたが，休憩時間には，所の敷地内のわずかばか

りの紅葉を楽しむ方もおられました。 

 私たちは，こうした技術や情報の交流を，京都の「おもてなしの心」をもって，今

後もひろめていきたいと思います。 
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